
◆  西日本豪雨に伴う久留米市災害ボランティア（第 29 回災害ボランティア活動）を平成

３０年７月１５日（日）、１６日（月）に田主丸方面および城島方面にて実施しました。 

      

筑後信用金庫は、今月６日に発生した「西日本豪雨」の災害により床下・床上浸水など被災した

家屋に対して、連休を利用して久留米市災害ボランティアセンターを通した第２９回災害ボラン

ティア活動を実施しました。 

１５日（日）は、久留米市の東の田主丸方面で、セメント床上に浸水した事務所の清掃活動（机・

家具・機器などの移動を伴うもの）を、当金庫１８名及び他の団体８名とともに合計２６名で実施

しました。 

１６日（月）は、久留米市の南の城島方面で、床下浸水した家屋の畳上げや板はがしなどの活動

を、当金庫８名および他の団体１０名とともに１８名で実施しました。 

両日とも、日中の最高気温は３７度前後を記録する猛暑日の中での活動となりましたが、体調を

崩した又はけがをした人もなく無事終了することができました。 

なお、当金庫メンバーの中には、家族とともに参加した方もおり、大変ありがたく思いました。 

今回の活動、猛暑のなか皆様お疲れ様でした。 

【活動風景】 

  

 ① 活動風景（その１）    ② 作業風景（その２）   
 

  

③ １５日集合写真 ④ １６日集合写真 

 


